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大きな前部尿道憩室結石の1例
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   A case of large diverticular stone of anterior urethra is reported. A 70-year-old man 

was admitted for dysuria, miction pain and hard mass beneath the scrotal skin. Retrograde 

urethrogram revealed a large stone in anterior urethral diverticulum and extravasation of 

contrast medium through the fistula from diverticulum. Open resection of diverticulum was 

performed and the stone was removed. Three months after the operation, the urethrogram 

showed no abnormal findings. The stone was 40 x 19 x 17 mm in size, weighed 16 g and was 

mainly composed of calcium phosphate.
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緒 言

尿道憩室結石は比較 的まれ な疾患 とされているが,

最近われわれ は重量16gの 前部尿道 憩室結石を 経験

したので報告す る。

症 例

患者=70歳,男 子,無 職

主訴=排 尿困難,尿 道痛,陰 嚢部腫瘤

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:壬2歳,胃 潰瘍手術.63歳,交 通事故にて頭

蓋骨骨折(保 存 的治療).

現病歴163歳 頭蓋骨骨折にて入院時,膀 胱留置 カテ

ーテルが挿入不 能であったが,特 に対策 は とらなか っ

たとい う.1985年 に な り,排 尿困難が出現.8月 上記

主訴のため近 医を受診 し,国 立東静病院泌尿器科を紹

介され,1985年8月22日 初診 となる.

現症:体 格中等度 で胸腹部理学的所見 に異常を認め

ず.陰 嚢皮下 に固い腫瘤 を触れ,腫 瘤直下 に痩孔の開

口と考え られ る小孔 を認めた.そ の他の外性器,前 立

腺には異 常はなか った.

検査所見=尿 は肉眼的に混濁 してお り,沈 渣にて1

視野に100以 上 の白血球を認 めた.尿 培養は陰性 であ

ったが,こ れ は近医にて抗生物質 を投与 されていた影

響 と考え られた.血 算お よび血液生化学的検査 は全て

正常範囲内で あ った。 骨盤部単純写真 に て 恥骨下 に

29×24mmの 石灰化を認め(Fig.1),さ らに逆行性

尿道造影で,そ の石灰化は前部尿道憩室結石であると

判明 した.ま た懐孔を通 して造影剤 の浴流 も認 め られ

た(Fig.2).

手術所見ll985年9月9日,硬 膜外麻酔下に手術を

施行 した,陰 茎か ら陰嚢に か け て尿道に 沿 って 切開

し,憩 室に達 した.結 石摘除後,尿 道 に 開 く長 さ約

1.5cmの 憩室 口および縷孔 を中心 と した炎症性硬結

部を含めて,憩 室を摘除 した.尿 道,皮 下組織,皮 膚

の3層 を縫合 し,膀 胱痩 を作成 して手術 を終 了 した.

術後経過1術 後8日 で全抜糸,術 後10日 で膀胱痩留

置 カテーテルを抜去 した.9月 末 まで創部 より少量の

尿漏れ が続いたが,10月 にはい り,尿 漏 れ消失 したた

め10月2日 退院となった.ll月28日 の尿道造影 ではま

った く異常を認めなか った(Fig.3).

結石 の性状:大 きさは40x19×17mm,重 さは16g
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で,表 面黄褐色長 円形 の結石であ った(Fig.4).赤 外

線分光分析法 で調べた成分分析で,リ ン酸 カル シウム

86%,炭 酸カルシウム14%の 混合結 石であることが判

明した.

尿道憩室 の病理組織学 的所見 ・表面を扁平上皮に被

れ,炎 症性細胞浸潤を認 める慢性炎症 の所 見 で あっ

た.

考 察

下部尿路結石は近年減少の傾向に あ るD.男 子尿道

結石については,は じめか ら尿道にで きた原発性結石

と,上 部尿路 から下降 して きた続発性結石があるが,

続発性結石に 比較 して 原発性結石 は少 な く,尿 道狭

窄,尿 道憩室,慢性炎症な どが存在す る場 合にできるこ

とが多い.男 子尿道憩室結石の最近の報告は,1982年

の吉 田ら2)の報告以降,少 数3-'s)を数えるのみであ る.

尿道結石は,一 般 に小指頭大までのものが多 く,大 き

な ものは まれである,特 に何 グラム以上を"巨 大"と

称す るかについては,は っき りとは定め られていない

ようであ るが,本 邦 で最大の ものは岡本 ら6)の 報告 し

た43gの ものであ る.

F量9.4.

尿道結石の成分については,リ ン酸塩であることが

多いが,本 症 例も リン酸 カルシウムが成分 の大部分 を

占めていた.こ れは長期にわ たる尿路感染が影響 して

いるため と考えられ る.

尿道結石の治療法に関 しては今中 ら7)の 報告の考察

中にまとめ られているが,注 意すべ きことは,無 理な

経尿道的操作を避け,尿 道狭窄な どの後遺症をつ くら

ない ことであ る.特 に本症例の ように尿道憩室 内に結

石が存在す る場 合は,外 科的に尿道憩室 ごと摘除する

ことが必要であ る,し か し,実 際には慢性感染に よる

周囲組織 の脆弱化のた め困難 な場合 もあ る2・4).結石

摘出後は,術 後の尿道狭窄な どにつき経過を観察す る

ことが重要で ある.

結 語

70歳 男子にみ られた大 きな前部尿道憩室結石の1例

を報告 した.
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